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薩摩川内市沿岸から得られたサザナミヤッコ

畑　晴陵 1・本村浩之 2

1 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学大学院連合農学研究科
2 〒 890–0065　鹿児島県鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

　キンチャクダイ科 Pomacanthidae は多くの種に

おいて幼魚と成魚の色彩が大きく異なることで知

ら れ， 日 本 か ら 7 属 32 種 が 知 ら れ る（ 島 田，

1997a, 2013）． そ の う ち サ ザ ナ ミ ヤ ッ コ

Pomacanthus semicirculatus (Cuvier, 1831) はこれま

で九州の東シナ海沿岸においては長崎県の島嶼部

からのみしられていた（福江市，1995；島田，

2013）．

　2015 年 8 月 11 日に薩摩川内市から刺網によっ

て 1 個体のサザナミヤッコが採集された．本標本

は鹿児島県北薩地域沿岸における本種の標本に基

づく初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947) にし

たがった．標準体長は体長と表記し，体各部の計

測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm までおこ

なった．サザナミヤッコの生鮮時の体色の記載は，

固定前に撮影された鹿児島県産の標本（KAUM–I. 

78121）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，

撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時

の写真は同館のデータベースに登録されている．

なお，本研究において北薩地域の定義は鹿児島県

北薩地域振興局（2010）にしたがい，出水郡長島

町，出水市，阿久根市，薩摩郡さつま町，および

薩摩川内市とした．

　結果と考察

Pomacanthus semicirculatus (Cuvier, 1831)

サザナミヤッコ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 78121，体長 301.1 mm，鹿児

島 県 薩 摩 川 内 市 港 町 川 内 港 西 方（31°50′N, 

130°03′E；鹿児島市中央卸売市場魚類市場にて購

入），刺網，2015 年 8 月 11 日，畑　晴陵・田中

　積．

記載　背鰭条数 XIII, 21；臀鰭条数 III, 20；胸

鰭軟条数 20；腹鰭条数 I, 5；鰓耙数 6 + 12 = 18．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：頭長

26.5；吻長 11.1；眼径 5.5；眼隔域幅 9.0；最大体

高 63.2；尾柄長 9.2；尾柄高 14.3；上顎長 8.0；背

鰭前長 35.3；臀鰭前長 68.7；胸鰭長 27.6；腹鰭長

30.3；腹鰭棘長 19.8；背鰭基底長 71.7；臀鰭基底

長 40.5；眼後長 15.0．

体は前後方向にやや長い円形を呈し，体高は

臀鰭起部で最大．体背縁は下顎先端から背鰭起部

にかけてやや急に上昇し，後鼻孔と眼の上方で僅

かに凹む．体背縁は背鰭起部から背鰭第 10 棘起

部にかけて緩やかに上昇し，そこから背鰭基底後

端にかけて緩やかに下降する．尾柄部体背縁は背

鰭基底後端から尾鰭基底上端にかけて極めて緩や

かに上昇する．体腹縁は下顎先端から臀鰭起部に

かけて緩やかに下降し，そこから臀鰭基底後端に
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かけて急に上昇する．尾柄部体腹縁は臀鰭基底後

端から尾鰭基底上端にかけて極めて緩やかに下降

する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも僅かに前方，

胸鰭基底下端は腹鰭第 1 軟条起部直上にそれぞれ

位置する．胸鰭後端は尖り，背鰭第 7 棘起部直下

に僅かに達しない．腹鰭起部は背鰭第 2 棘起部直

下，腹鰭基底後端は背鰭第 4 棘起部直下にそれぞ

れ位置する．腹鰭第 1 軟条は糸状に伸長し，腹鰭

軟条の中で最長．たたんだ腹鰭の後端は肛門の後

端よりも後方に達するが，臀鰭起部には達しない．

背鰭起部は胸鰭基底上端よりも僅かに後方に位置

する．背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上に位置す

る．背鰭第 8 軟条は糸状に伸長する．臀鰭起部は

背鰭第 12 棘起部直下に位置する．臀鰭棘は第 3

棘が最長．臀鰭第 5 軟条は糸状に伸長する．尾鰭

は円形を呈し，後縁中央部は後方に膨出する．体

は細かい櫛鱗に被われるが，前鰓蓋骨の棘は被鱗

しない．肛門は円形を呈し，臀鰭起部前方に位置

する．眼は円形を呈し，瞳孔は前後方向にやや長

い楕円形．鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔は互いに

近接し，眼の前方に位置する．前鼻孔は背腹方向

に長い楕円形を呈し，後鼻孔は正円形．両鼻孔に

皮弁は無い．口は小さく端位．上顎後端は丸みを

帯び，前鼻孔の前縁には達しない．下顎は上顎よ

りも前方に突出する．両顎には前後方向に薄い板

状歯が密生する．前鰓蓋骨と鰓蓋骨後縁はともに

鋸歯状．鰓耙は細長い．鰓弁は細長いフィラメン

ト状．側線は完全で，鰓蓋上方から尾柄にかけて，

体背縁と平行に入る．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体は緑がかった黄色．

頭部，項部から腹鰭基底後端付近にかけてと背鰭

と臀鰭の軟条部後部，および体側後部は黒色がか

る．尾柄と尾鰭は一様に黒色．各体側鱗には瞳孔

よりも小さい暗青色斑が 1 つずつはいる．背鰭，

臀鰭，尾鰭，および体側後部には瞳孔よりも小さ

い白色がかった青色斑が散在する．背鰭，臀鰭，

および尾鰭は青色に縁取られる．背鰭と臀鰭の糸

状に伸長した部位は黄色．胸鰭は茶褐色を呈し，

Fig. 1. Fresh specimen of Pomacanthus semicirculatus. KAUM–I. 78121, 301.1 mm standard length, Satsuma-sendai, northwest coast of 
Kagoshima mainland, southern Japan.
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縁辺は明るい黄色に縁どられる．腹鰭は一様に黄

色がかった橙色を呈し，棘は青色．眼の周囲と鰓

蓋後縁は青色．後鼻孔は明るい黄色に縁どられる．

分布　アフリカ東岸から日本，オーストラリ

ア，およびフィジーにかけてのインド・西太平洋

に広く分布する（Allen and Erdmann, 2012；島田，

2013）．日本国内においては伊豆諸島，豆南諸島，

小笠原諸島，茨城県鹿島灘，三浦半島から九州南

岸にかけての太平洋沿岸，長崎県壱岐，五島列島，

屋久島，琉球列島，南大東島，および尖閣諸島に

おける分布が報告されていたが（西島・吉野，

1980；南大東村誌編集委員会，1990；福江市，

1995； 島 田，1997b, 2013; Senou et al., 2006; 

Kuriiwa et al., 2014），本研究によって新たに鹿児

島県北薩地域沿岸における分布が確認された．

備考　薩摩川内産の標本は，側線が完全で尾

柄部に達すること，背鰭第 8 軟条が糸状に伸長す

ること，体側に多数の暗色斑が散在すること，背

鰭棘数が 13 であることが島田（2013）の報告し

た Pomacanthus semicirculatus の標徴と一致したた

め，本種に同定された．

Pomacanthus semicirculatus を日本から初めて報

告したのは岡田・松原（1938）である．彼らは本

種を Holacanthus semicirculatus とし，国内におけ

る分布域を宮古島とすると同時に，和名サザナミ

ヤッコを提唱した．その後サザナミヤッコは千葉

県（荒俣，2007），神奈川県横須賀市佐島（林，

1982），長者ヶ崎（檜山・安田，1971），伊豆半島

（益田・小林，1994；島田，1997b；吉野，2008），

静岡県伊東市富戸（吉野，2008），三重県紀伊長

島（鈴木・片岡，1997），和歌山県西牟婁郡白浜

町（ 蒲 原，1942； 桑 村，1980； 池 田・ 中 坊，

2015），高知県大月町（平田ほか，2001），柏島（平

田 ほ か，1996）， 長 崎 県 五 島 列 島（ 福 江 市，

1995），沖縄県沖縄島中城湾（三浦ほか，2012），

真栄田岬（吉郷ほか・中村，2002），伊江島（Senou 

et al., 2006），水納島（島田，1997b），久米島（小

林，1991；吉野，2008；峯水・松沢，2010），慶

良間諸島（益田，1990；益田・小林，1994），渡

嘉 敷 島（ 渡 井 ほ か，2009）， 屋 嘉 比 島（ 島 田，

1996），宮古諸島（Senou et al., 2007），八重山諸

島（ 益 田・ 小 林，2014）， 石 垣 島（ 吉 郷 ほ か，

2001），西表島（島田，1997b；吉郷ほか，2001），

与那国島（吉郷ほか，2001; Koeda et al., 2016），

南大東島（南大東村誌編集委員会，1990），尖閣

諸島（西島・吉野，1980），伊豆諸島三宅島（三

宅島自然ふれあいセンターアカコッコ館，2014），

八 丈 島（Senou et al., 2002； 吉 野，2008； 加 藤，

2014），豆南諸島（Kuriiwa et al., 2014），および小

笠原諸島（倉田ほか，1971）などから報告されて

いる．

鹿児島県内において，サザナミヤッコは鹿児

島湾（今井・中原，1969），大根占町（現錦江町

北部）沖（久保，2003），大隅諸島竹島，薩摩硫

黄 島（ 岩 坪，2013）， 種 子 島（ 新 井・ 井 田，

1975），屋久島（新井・井田，1975；市川ほか，

1992; Motomura et al., 2010），奄美群島奄美大島（藤

山，2004），および与論島（岩坪，2014）など多

くの地点から報告されている．しかし，本種の北

薩地域からの記録は本研究において確認されず，

長島列島の魚類相を調査した並田（1977）や北薩

地域を含む鹿児島県の魚類相を調査した財団法人

鹿児島市水族館公社（2008）などにおいても報告

されていない．したがって，記載標本は北薩地域

からのサザナミヤッコの標本に基づく初めての記

録となる．
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